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あ だ ち広 報 は 毎 月10 日 ・25 日、

ズ ーム ア ッ プ は6 ・8 ・10 ・1 ・3 月 発 行

今号の主な内容
2
・
3
面

弱纖以上の方の介護保険料/
子どもに関する相談

4
・
5
面

小申一貫教育校興本扁学圃
開校/ 春の交通安全運動/
携帯電話などへ安心情報

6
・
7
面

カラスの被香に遭わないた
めに/ 住民基本譱帳閲覧場
所変更/ 催し物案内

8
面
あだち廱業芸術プラザオー
プン( 1 圜の繽き)

4 日 オープン

あだち産業
芸術プラザ

千住一丁目の区役所旧本庁舎跡地に建設が進められている「あ
だち産業芸術プラザ」が、4 月にいよいよオープンします。
この施設は、区の「あだち産業センター」と民間の「東京芸術
センター」の二棟からなり、千住地域に更なるにぎわいを作り出
し、足立区の産業振興と活性化の実現を
めざします。
今号では、それぞれの棟の概要と、オ
ープンに伴う催しなどをお知らせしま
す( 図1 ・表1) 。

図1 あだち産業芸術プラザの
位置( 簡略図)
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表1 あだち産業芸術プラザ・オープニングイベント日程等

問

先

レあだち産業芸術プラザ、オープニングイベン

トについて… 創業支援係

3880- 5184( 4 月3 日以降は、　3870- 8400)

レ各種相談窓口について… 経営支援係

3880- 5864( 4 月3 日以降は、　3870- 8404)

葦
立
ち

「
安

全

な

ま

ち

へ

の

決

意

」

あ

の
痛
ま

し

い
竹
ノ
塚

駅
付

近
踏

切

事

故

か

ら
1

年

と

な

る
3

月
1
5

日

、
私

も

ご
遺
族

の
方

と

一
緒
に
献

花

と
黙

と
う

を
行

い

、
問
題

の
解

決

を
誓

い
ま
し

た

。
私
は
こ

の
間

、
竹

ノ
塚

駅

の
鉄

道
高

架
化

を
区

政

の
最

重

要

課

題

の

一

つ
と

し

て

位

置

付

け

、
地
元

や
議
会

の
皆

様
と

一
緒

に

「
竹
ノ
塚

駅
付

近

鉄
道

高
架
化

促
進

連

絡
協

議
会

」
を
設

置

し

、
区

を
挙

げ
て
取
り

組

ん
で

き
ま

し
た

。

国

土
交

通

大
臣

、
東

京
都

、
鉄
道

事

業
者

へ

の
要

望
活

動

を
始

め

、
国

も
含

め

た
検
討

会

の
設
置

、
事

業
化

に

備
え

た
基

金
(
6
0

億
円
)

の
積

み

立

て

や
立
体
化

の

調
査

な
ど

、
鉄
道

高

架
化

実
現

へ
の
取

り

組
み

を
進

め

て

い
ま

す

。
今
月

、
歩
行

者

や
自
転

車

の
安
全

対

策
と

し
て

エ
レ

ベ

ー
タ

ー
付

き

歩
道

橋

が
で
き

ま
し

た

が

、

こ

れ
は

あ
く

ま
で

も
鉄

道
高

架
化
ま

で

の
緊

急
対

策
で

す

。
私
は
こ

れ
か

ら

も

、1

日

も
早

い
高

架
化

実
現

に

向

け
て
皆

様

と

一
緒
に

全
力

で
取
り

組

ん
で

い
く

決
意

で
す

。

さ
て

、
昨

年
開

業
し

た

つ
く

ば
エ

ク
ス

プ
レ

ス
に
よ

り

、
区

東

部

の
交

通

は
大

変
便
利

に

な
り

ま
し

た

。
毎

日

、
区
内
3

駅
で
5

万

人
を

超
え

る

乗

降

が
あ
り

、
順

調
に

利
用

客
も
伸

び
て

い
る

よ
う

で

す

。
ま
た

、
1
9
年

度
中

に

は

、
区

西

部
に
日

暮

里

・
舎

人
線

が
開
通

予
定

で

、
区

の
課
題

の

一
つ
で

あ

っ
た
交

通
利

便
性

が
向
上

し

て

い
き
ま

す

。
し
か

し

、
利
便
性

の
前

提

は
安

全
で

す

。
今

、
生
活
上

の
様
々

な
安

全

が
社
会
問

題

に
な

っ

て

い
ま

す

。
今
後

も

、
安
全

で
安
心

で

き

る
ま
ち

づ
く

り
を

進
め

て

い
き

ま

す

。

:
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24 時 間 医 療 機 関 案 内 「ひ ま わ り 」O5272- 0303
※「ひまわり」とは、東京都保健医療情報センターの医療機関案内です。
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
3
月
2
8日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電 話 番 号 が な い 記 事 に つ い て は

区 役 所 代 表 へ 　3880- 5111

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は

ht t p: / / www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

・ 申藹,ぐtり ● b 戳靫憲論
も 駝 急

| 灘 ヨ 戸

6
5歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

1
8
年
度
仮
算
定
期
間
中
の
介
護
保

険
料
の
お
知
ら
せ
を
、
4
月
に
発
送

し
ま
す
。
1
8
年
度
決
定
保
険
料
は
、

1
8
年
度
住
民
税
が
確
定
し
た
時
点
で

再
計
算
・
決
定
し
、
仮
算
定
金
額
と

増
減
調
整
し
た
上
で
、
7
月
中
旬
に

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
〇
▽
年

金
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
(
特
別
徴

収
)
・
:
4
・
6
・
8
月
の
受
給
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額
を
4

月
上
旬
に
通
知
※
暫
定
的
に
2
月

天
引
き
額
と
同
額
▽
納
付
書
払
い

の
方
(
普
通
徴
収
)
…
4
～
6
月
分

の
保
険
料
通
知
書
と
納
付
書
を
、
4

月
中
旬
に
送
付

※
1
7年
度
住
民
税

額
を
基
に
し
た
仮
計
算
額

□
保
険
料
の
改
定

1
8年
度
は
、
保
険
料
額
の
改
定
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
決
定
後
の
保

険
料
額
は
、
あ
だ
ち
広
報
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

□
保
険
料
の
軽
減
制
度

低
所
得
で
保
険
料
の
支
払
い
が
困

難
な
方
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
額

が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
保
険
料
通
知
書
に
同
封

す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
―
介
護
保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
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4
5

乳
が
ん
検
診

場
所
n
区
が
指
定
す
る
医
療
機
関

対
象
n
1
9年
3
月
3
1日
現
在
、
4
0歳

以
上
で
偶
数
年
齢
の
女
性
区
民
(
2

年
度
に
I
回
)

※
乳
が
ん
治
療

中
、
経
過
観
察
中
お
よ
び
豊
胸
手
術

な
ど
を
し
た
方
は
対
象
外

内
容
=

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
(
乳
房
X
線
撮

影
)
と
視
触
診
の
併
用

費
用
=
2

千
円
(
X
線
撮
影
機
関
で
支
払
い
)

※
生
活
保
護
受
給
者
は
免
除
制
度
あ

り
申
込
H
▽
(
ガ
キ
・
:
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
「
乳
が

ん
検
診
希
望
」
を
明
記
。
約
2
週
間

後
に
受
診
票
と
案
内
を
送
付
▽
窓

口
…
そ
の
場
で
受
診
票
と
案
内
を
発

行
※
対
象
者
の
う
ち
、
過
去
2
年

度
の
間
に
受
診
し
た
方
に
は
、
誕
生

月
に
受
診
票
を
送
付
申
・
問
先
=

▽
(
ガ
キ
・
:
成
人
保
健
係
〒
1
2
0
・

8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

▽
窓
口
…
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表

・
-
)
ま
た
は
成
人
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

表1 保健総合センター一覧
子
宮
が
ん
検
診

場
所
=
区
内
指
定
医
療
機
関

対
象
H
1
9

年
3
月
3
1日
現
在
、
2
0歳
以
上

で
偶
数
年
齢
の
女
性
区
民
(
2
年
度

に
I
回
)

内
容
U
問
診
、
膨
鏡
診
、

旅
部
細
胞
診
検
査

申
込
ふ
(
f

キ
…
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
、「
子
宮
が
ん
検
診
希
望
」を

明
記
。
約
2
週
間
後
に
受
診
票
と
案

内
を
送
付

▽
窓
口
…
そ
の
場
で
受

診
票
と
案
内
を
発
行

※
対
象
者
の

う
ち
、
過
去
2
年
度
の
間
に
受
診
し

た
方
に
は
、
直
接
誕
生
月
に
受
診
票

を
送
付

申
・
問
先
=
▽
(
ガ
キ
…

成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中

央
本
町
I
-
1
7
1
1

▽
窓
口
・
:保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
1
)

ま
た
は

成
人
保
健
係(

3
8
8
0
)
5
1
2
1

4
月
の
土
曜
予
防
接
種
外
来

日
時
=
4
月
1
5
日
出
、
午
後
3
時
～

5
時
※
受
け
付
け
は
午
後
4
時
3
0

分
ま
で
場
所
=
足
立
区
医
師
会
館
　

(
中
央
本
町
3
-
4
-
4
)
対
象

=
B
C
G
、
ポ
リ
オ
を
除
く
各
予
防

接
種
の
法
定
年
齢
内
の
子
ど
も
※

予
防
接
種
相
談
も
受
け
付
け
申
込

=
母
子
健
康
手
帳
、
予
防
接
種
予
診

票
を
持
参
の
上
、
保
護
者
同
伴
で
当

日
直
接
会
場
へ
問
先
=
健
康
推
進

係
　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

足
立
区
医
師
会
(
当
日
、
午
後
3
時
～

5
時
の
み
)(

3
8
8
0
)
1
8
6
6

お
酒
の
問
題
を
抱
え
る
方
へ

日
時
=
4
月
2
6日
・
5
月
2
4日
・
6

月
2
8
日
、
い
ず
れ
も
水
曜
日
、
午
後

2
時
～
3
時
3
0
分
※
1
日
だ
け
の

参
加
も
可

場
所
―
竹
の
塚
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー

対
象
=
お
酒
を
や
め

た
い
方
、
や
め
さ
せ
た
い
家
族
の
方

内
容
=
専
門
医
を
交
え
、
グ
ル
ー
プ

で
お
酒
に
つ
い
て
考
え
る

申
・
問

先
―
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
1
)

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

□
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
忘
れ
ず
に

生
後
3
ヵ
月
以
上
の
飼
い
犬
に

は
、
毎
年
I
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
登
録
を
済
ま
せ
て
い
な
い
犬

は
、
合
わ
せ
て
登
録
も
し
て
く
だ
さ

い
。
日
時
等
=
表
2
(
雨
天
決
行
)

費
用
=
I
匹
3
千
5
5
0
円

※
合
わ
せ

て
登
録
す
る
場
合
、
登
録
料
3
千
円

が
別
途
必
要

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

□
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

道
路
や
河
川
敷
、
公
園
内
で
犬
を

放
し
、
ほ
か
の
人
に
か
み
つ
い
た

り
、
急
に
飛
び
つ
い
た
り
す
る
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。
散
歩
の
時
は
必

ず
犬
を
リ
ー
ド
な
ど
で
つ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ふ
ん
は
責
任
を
持

っ
て
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
住
居
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

表2 狂犬病予防注射会場等一覧

4月の献血
受け付け時に運転免許証や保険証など、

本人を確認できるものを提示してください。

4 月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施

術を当番制で行っています。《 健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
4
月
の
予
定

□ 足立区広報番組「ルックi nあだち」放映「健康長寿の秘訣～活動的な85歳を目指して～」(ルックi nあだちN0. 104) …健康でいきいきと暮らすためのヒ
ントを教えます。放送日時=4月9日(日) 、正午～午後O時30分(「区広報番組」内)放送局=東京MXテレビ問先=広報係　3880- 5815
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子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

日
時
1
4
月
2
5
日
収
・
2
8
日
面
・
5

月
1
0
日
伽
・
1
2
日
面
・
1
9
日
㈲
・
9
9
一

日
㈲
・
2
6
日
面
・
2
9
日
㈲
・
6
月
1

日
用
・
6
日
収
の
1
0
日
間
、
い
ず
れ

も
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分

場
所
n
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
…
受
講

後
、
子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
支
援
活
動
が
で
き
る
/
全
日
程

出
席
可
能
/
子
育
て
支
援
に
熱
意
と

意
欲
が
あ
る

内
容
=
区
が
行
っ
て

い
る
、
訪
問
型
一
時
保
育
「
子
育
て

ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
(
小
学
生

ま
で
の
子
育
て
を
し
て
い
る
家
庭
を

対
象
と
し
た
子
育
て
支
援
事
業
)
の

担
い
手
と
な
る
、「
子
育
て
ホ
ー
ム

サ
ポ
ー
タ
ー
」
(
区
認
定
)
に
な
る

た
め
の
養
成
講
座

定
員
=
4
0
人

(抽
選
)

費
用
H
千
4
5
0円
(
テ
キ

ス
ト
代
)

申
込
=
電
話
で
資
料
請

求

※
後
日
、
資
料
な
ど
を
送
付

期
限
=
4
月
1
0日
必
着

申
・
問
先
=

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

ぜ
ん
息
児
相
談
教
室
「
ぜ
ん
息

と
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
」

日
時
=
4

月
1
5
日
出

、
午
前
1
0
時
～
1
1

‥一
時
3
0
分

※
受
け
付
け
は
午
前
9

時
5
0
分
ま
で

場
所
=

区
役
所

対

象
=

ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
子
ど
も
の

家
族

内
容
=

講
義

「
ぜ
ん
息
の
子

ど
も
が
か
か
え
る
ス
ト
レ
ス
と
対
応

に
つ
い
て
」
/

相
談

※
保
育
あ
り

(
要
予
約
)

講
師
U

小
嶋
な
み
子

氏
(

国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
ア
レ

ル
ギ
ー
科
臨
床
心
理
士
)

定
員
H
3
0

人
(

先
着
順
★
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先

―
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

身
体
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
を
送
付
し
ま
す

4
月
上
旬
に
、
1
8年
度
分
「
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
」
を
配
達
記
録
郵
便
で

送
付
し
ま
す
〇

対
象
―
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
・
:下

肢
・
体
幹
・
平
衡
機
能
障
害
の
I
～
3

級
/
視
覚
障
害
I
級
/
内
部
障
害
I

級
□
自
動
車
燃
料
費
へ
切
り
替
え
る
方

自
動
車
燃
料
費
助
成
を
希
望
す
る

方
は
、
送
付
さ
れ
た
タ
ク
シ
ー
券
を

使
用
せ
ず
に
、
燃
料
費
助
成
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
福

祉
タ
ク
シ
ー
券
と
燃
料
費
助
成
の
併

給
は
不
可-

い
ず
れ
も
I

く
わ
し
く
は
、
同
封
の
案
内
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
先
=
障
害
給

付
係

呼
吸
器
セ
ミ
ナ
ー
「
慢
性
呼

吸
不
全
と
呼
吸
器
感
染
症

(
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
)
」

日
時
1
4
月
1
8
日
収
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
講
師
=
坪
井
永
保
氏
　

(虎
の
門
病
院
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
内

科
医
長
)

定
員
=
6
0
人
(
先
着
順

★
)

申
込
U
電
話
ま
た
は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
自
立
生
活
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

げ
ん
き
ー
ず
!

ぜ
ん
息
児

水
泳
教
室

日
時
=
5
月
1
0
日
～
7
月
1
2
日
の
間

の
毎
週
水
曜
日
(
全
1
0
回
)
、
午
後

3
時
2
0
分
～
6
時
場
所
H
ス
イ
ム

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
う
き
う
き
館

対
象
―
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
4
歳
～

中
学
3
年
生

定
員
(
先
着
順
★
)
=

▽
未
就
学
児
…
1
5人

▽
小
・
中

学
生
:
3
5人

※
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
参
加
回
数
の
少
な
い
方
を
優

先

持
ち
物
=
水
着
、
ピ
ー
ク
フ
ロ

ー
メ
ー
タ
ー
(
呼
吸
機
能
測
定
器
…

参
加
決
定
後
の
事
前
説
明
会
で
も
、

購
入
可
)

申
込
=
電
話

期
限
U
3

月
3
1日

申
・
問
先
=
公
害
保
健

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
濆
会
「
上
肢
の

変
形
予
防
と
日
常
生
活
・
装
具
」

日
時
U
4
月
1
5
日
田
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
日
常
生
活

で
関
節
の
負
担
に
な
る
動
き
を
防
ぐ

な
ど
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
起
こ
り
や

す
い
変
形
の
進
行
予
防
法
や
、
矯
正

を
目
的
と
し
た
装
具
に
つ
い
て
の
講

演

講
師
=
渡
邉
明
美
氏
(
東
京
女

子
医
科
大
学
附
属
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ

痛
風
セ
ン
タ
ー
作
業
療
法
士
)

定

員
=
8
0人
(
先
着
順
★
)

申
込
―

電
話
ま
た
は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生
活
支

援
室

　
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

足
立
区
生
業
資
金

対
象
=
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、一
般
の
金
融
機

関
か
ら
の
融
資
が
困
難
な
個
人
事
業

主
の
方
で
、こ
の
融
資
を
受
け
る
こ

と
で
独
立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
る
、

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
…
区

内
に
1
年
以
上
居
住
/
世
帯
の
生
計

を
立
て
る
住
民
登
録
上
の
世
帯
主
/

事
業
の
新
規
ま
た
は
拡
充
が
目
的
/

世
帯
員
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
/

身
元
の
確
か
な
連
帯
保
証
人
が
一
人

い
る
/
使
途
は
原
則
と
し
て
設
備
資

金
貸
付
額
n
l
世
帯
2
0
0
万
円
以
内
　

(
予
定
利
率
㈲
%
、
据
置
期
間
中
は

無
利
子
)
返
済
方
法
=
6
ヵ
月
据

置
後
、
6
0
回
元
利
均
等
償
還
申
込

=
申
込
書
を
持
参
※
用
紙
は
3
月

2
7
日
か
ら
民
生
係
、
区
民
事
務
所
　

(
中
央
本
町
区
民
事
務
所
は
除

く
)
、
福
祉
事
務
所
、
勤
労
福
祉
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
付
受
け
付

け
期
間
=
4
月
一
‥
1
1
日
～
2
1
日
(
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
)

申
・
問
先
=

民
生
係

地域包括支援センター 4月の家族介護者教室

※「申込= 」の記載がないものは、当日直接会場へ。
※「在宅介護支援センター」は4 月から「地域包括支援センター」に変わります。

～悩まずに相談を～
子どもに関するあら
ゆる相談に応じます

日時=月～土曜日、午前9時～午
後5 時 ※ 祝 日 を除 く 内 容=　
「子どもの発 達が心 配」「子 ども
の しつけ が うまくい か ない」な
ど、子どもと家庭のあ らゆる相談
に応じます 申込= 窓口、電話、
フ ァクス、E メールで直接相談
※ 必要に応じ訪問相談も可 場・
申・問先= こども家庭支援センタ
ー 　3606 ―1333　　

@3606- 7444　　
Hkazenoko@ci t y. adachi . t okyo. j p

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
(
6
月
分
)

□
利
用
案
内

申
込
方
法
等
―
各
世
帯
に
配
付
し
て

あ
る
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
H
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

利
用
で
き
な

い
日
等
=
表
3

※
以
前
の
申
込
(

ガ
キ
(
未
使
用
の
も
の
)
を
お
持
ち

の
方
は
、
公
社
各
窓
口
で
現
品
と
引

き
換
え
に
払
い
戻
し
可
〇
印
鑑
(
ス

タ
ン
プ
印
不
可
)
を
持
参

湯
河
原
と
那
須
保
養
所
が
、さ
ら

に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す

□
1
人
で
の
利
用
が
可
能
に

空
室
受
け
付
け
分
に
限
り
、
I
人

で
の
利
用
受
け
付
け
を
始
め
ま
し
た

(
(
ガ
キ
で
の
抽
選
申
し
込
み
と
、
4

月
下
旬
～
5

月
上
旬
の
大
型
連

休
・
夏
休
み
・
年
末
年
始
の
利
用
は

不
可
)
。

□
団
体
(
2
0
人
以
上
)
受
け
付
け
の

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

予
約
方
法
=
利
用
希
望
月
の
6
ヵ
月

前
の
1
日
か
ら
、
3
ヵ
月
前
の
月
末

ま
で
、
現
地
施
設
に
直
接
電
話
で
予

約

※
利
用
可
能
日
は
要
問
い
合
わ

せ
。
利
用
人
数
が
2
0人
を
下
回
っ
た

場
合
、
予
約
は
無
効

□
保
養
所
の
休
憩
使
用
料
金
が
変
わ

り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
、
休
憩
使
用
料
が

変
わ
り
ま
す
。
変
更
後
の
料
金
=

▽
湯
河
原
・
:
5
0
0
円

▽
那
須
…
4
5
0円

※
い
ず
れ
も
入
湯
税
込
み

宿
泊
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

・・・
各
施
設
予
約
電
話
へ
(
表
3
)

表3 吝施設利用案内6 月利用分

※利用申込は1 施設に対して、1 グループにつきハガキ1 枚でお願いします。
※ 日光林間学園、鋸南自然の家、鹿沼野外レクリエーションセンターの利用
できる日も学校などが利用するため、空室が少ない場合があります。くわ
しくは、各施設にお問い合わせください。

山
中
湖
林
間
学
園
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
中
の
開
放
(
空
き
室
予
約
)

開
放
日
=
4
月
2
9日
㈲
、
3
0日

㈲
、
5
月
3
日
～
6
日

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
と
そ
の
同

伴
者

申
込
―
電
話

空
き
室
予

約
=
4
月
3
日
か
ら
現
地
施
設
で

電
話
受
け
付
け

申
先
=
山
中
湖

林
間
学
園
予
約
専
用
番
号

0
5
5
5
(
6
2
)
1
4
0
4

問
先
=
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

定員に先着順とあるものは3 月28日から受け付けます
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小中一貫教育校・
興本扇学園が開設します

現
在
の
義
務
教
育
の
小
学
校
6
年
・
中
学
校
3
年
制
(
6
・
3
制
)
は
、

昭
和
刀一
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
と
比
べ
る
と
、子
ど
も
た
ち
は
心

と
身
体
の
両
面
で
成
長
・
発
達
に
変
化
が
見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
現

実
と
6
・
3
制
の
仕
組
み
の
間
に
、
ず
れ
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
、い
じ
め
や
不
登
校
と
い
っ
た
問
題
の
要
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

区
で
は
、
仕
組
み
と
現
実
と
の
ず
れ
を
な
く
し
、様
々
な
問
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、小
中
一
貫
教
育
校
を
開
設

し
ま
す
。

問先

学
力
向
上
推
進
室

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
1

足
立
区
の
小
中
一
貫
教
育

区
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
教
育
を
め
ざ
す
と
共
に
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
進
学
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
、
小
中
一
貫
教

育
校
を
開
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
小
中
一
貫
教
育
を
実
践
す
る

た
め
、
1
7
年
3
月
に
「
小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
人
間
力
育
成
特
区
」
と
し
て

政
府
の
構
造
改
革
特
区
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
区
の
小
中
一
貫
教
育
で

は
、
「
確
か
な
学
力
の
向
上
」
と
「
心
の
教
育
の
充
実
」
を
2
本
柱
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
人
間
力
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
(
図
1
-
)
。

小
中
一
貫
教
育
は
な
ぜ
必
要
?

□
心
と
身
体
、
両
面
の
成
長
・
発
達
に
見
ら
れ
る
変
化
へ
の
対
応

思
春
期
の
特
徴
が
表
れ
始
め
る
小
学
5
年
生
と
、
思
春
期
の
特
徴
が
顕
著

に
な
る
中
学
2
年
生
を
転
換
期
と
し
て
と
ら
え
、
義
務
教
育
の
9
年
間
を
、

新
た
に
4
年
・
3
年
・
2
年
の
く
く
り
と
し
ま
す
。

□
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に

小
学
校
か
ら
中
学
校
に
進
学
す
る
際
の
心
理
的
抵
抗
感
を
克
服
で
き
な
い

場
合
は
、
勉
強
ぎ
ら
い
・
不
登
校
な
ど
、
様
々
な
不
適
応
が
生
じ
ま
す
。
こ

の
抵
抗
感
を
な
く
し
て
ス
ム
ー――・
ズ
に
進
学
さ
せ
、
新
た
な
教
科
や
学
校
生
活

に
対
す
る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
き
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト

①
9
年
間
を
と
お
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
計
画

的
・
継
続
的
な
教
科
指
導
や
生
活
指
導
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

②
教
科
(
算
数
か
ら
数
学
へ
な
ど
)
の
難
易
度
な
ど
、
急
激
な
変
化
を
緩
和

で
き
ま
す
。

③
幅
広
い
異
年
齢
集
団
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
と
お
し
て
、
豊
か
な
社

会
性
や
人
間
性
を
育
成
で
き
ま
す
。

④
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
進
学
す
る
際
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、

不
登
校
の
発
生
を
予
防
で
き
ま
す
。

⑤
小
・
中
学
校
教
員
の
相
互
協
力
関
係
が
で
き
る
こ
と
で
、
小
学
校
と
中
学

校
が
そ
れ
ぞ
れ
行
う
教
育
活
動
に
比
べ
、
学
力
向
上
な
ど
の
高
い
教
育
効

果
を
期
待
で
き
ま
す
。

図1 区の小中一貫教育の2 本柱

確かな学力の向上

I期( 1～4年)
には、国語・算数
に授業時間を重点
的に配分し、I I期　
( 5～7年) から
は、教科担任制や
選択授業の導入な
ど、子どもたちの
学習意欲を高めま
す。

心の教育の充実

地域から世界ま
での出来事やそこ
に暮らす人々を理
解したり、体験学
習をとおして豊か
な心を肓むなど、
人間としての生き
方を学んでいきま
す。

人間力の育成
自立した一人の人間として力強く
生きていくための総合的な力( 人間
力) を育てます

▲ 小学生と中学生の交流風景

・4東校舎( 現興
本小学校)

・・・西校舎( 現
扇中学校)

興本扇学園の実践
4 月、興本小学校と扇中学校は、足立区

初の小中一貫教育校「興本扇学園」として
スタートします。
同校では、義務教育9 年 間を4 年・3 年・2
年にくくり、一貫したカリキュラムのも

と、それぞれ「学びの基本」「意欲的な学
習」「主体的な学習」の姿勢を身に付けさせ
ることを目標としています。また、「国際コ

ミュニケーション科」を新たに設け、国際
理解学習、課題解決学習、コミュニケーシ
ョン学習・キャリア学習を4 本柱にコミュ
ニケーション能力の育成を図ります。 ※
興本扇学園についても学校選択制が適用さ
れます。入学を希望する場合は、他の小・
中学校と同様に、選択時期に希望選択票を
提出する必要があります。▲ 興本扇学園の校章

● 国際コミュニケーション科 ●

小学校1 年生から
英語にふれる!

● 小中一貫教育の内容 ●
《現 行 》

《小中一 貫教育 》

||期【5 年生】から西校
舎( 現扇中学校) で学習

」

興
杢
扇
学
園
の
取
り
組
み
成
果
は
、
各
小
中
学
校
の
学
校
運

営
に
反
映
さ
せ
、小
中
の
教
育
の
連
続
性
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
9一
年
に
は
、
一
体
型
校
舎
の
小
中
一
貫
教
育
校
の
開
校

を
新
田
地
区
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

春
の
足
立
区
交
通
安
全
運
動

4
月
6
日
～
1
5
日

問
先
=
交
通
安
全
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

「交通事故防止」
パネル展

春の足立区交通安

全運動に合わせ、4
月6 日 から14日 ま
で、区役所1 階区民
ロビーで行います。

おもいやり 人に車に この街に

運動の
重点

・子どもと高齢者の交通事故防止
・二輪車の交通事故防止
・自転車の安全利用の推進
・シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

今
年
も
4

つ
の
重
点
目
標
を
掲

げ
、「
春
の
足
立
区
交
通
安
全
運
動
」

を
行
い
ま
す
。

春
は
入
園
・
入
学
の
季
節
で
す
。

大
人
ひ
と
り
一
人
が
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
新
園
児
・
新
・一
年
生
を
は

じ
め
、
子
ど
も
た
ち
の
良
い
見
本
と

な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
笑
顔

を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
あ
な
た
を
見
て

ま
ね
を
し
ま
す

あ
な
た
は
「
車
が
来
て
い
な
い
か

ら
」
と
、
赤
信
号
な
の
に
道
路
を
渡

っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も

は
大
人
の
ま
ね
を
し
ま
す
。
大
人
が

し
っ
か
り
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

が
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

▲ 「あつ、危ない!」大人がルール
違反をしてはいけません

子
ど
も
は
予
想
外
の
行
動

を
と
り
ま
す

外
を
歩
く
と
き
の
合
言
葉
は
「
歩

く

止
ま
る

確
か
め
る
(
右
、左
、

右
)
」
で
す
。
で
も
、
子
ど
も
は
ボ

ー
ル
を
追
い
か
け
て
道
路
に
飛
び
出

し
た
り
、
何
か
に
夢
中
に
な
る
と
、

予
想
外
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

運
転
し
て
い
る
と
き
は
、
子
ど
も

の
行
動
特
性
を
理
解
し
、
子
ど
も
を

見
掛
け
た
ら
徐
行
運
転
や
、
十
分
な

間
隔
を
保
つ
な
ど
し
て
、
自
ら
事
故

を
防
ぐ
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
目
線
で
一
緒
に

確
認こ

の
時
期
は
、
入
園
・
入
学
に
よ

り
、
今
ま
で
大
人
と
一
緒
に
歩
い
て

い
た
子
ど
も
が
、
一
人
で
外
を
歩
く

機
会
も
増
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
信

号
の
見
方
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
な

ど
の
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
教
え

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
近
所
を
一
緒
に

歩
き
な
が
ら
、
外
を
歩
く
と
き
に
は

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
よ
い

の
か
な
ど
、
子
ど
も
の
目
線
で
一
緒

に
確
認
し
、
子
ど
も
が
白
分
自
身

で
、
事
故
か
ら
身
を
守
る
と
い
っ
た

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
を
車
に
乗
せ
る
と

き
は
、
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
(
図
2
)

。

▲「信号をちゃんと確認するのよ」
基本ルールを教えましょう

図2 チャイルドシートの代表的な種類( 対象
はおおよそです) j - 、

乳児用(新
生児～1歳
くらい)

幼児用(身
長65～100
cmくらい)

学童用( 身
長135cm以
下)

子どもと一緒に読みましょう
どうろでは、ふざけたり、あそ
んだりするのはやめようね

くるまの、すぐまえやうしろで

あそぶのは、やめようね

どうろにとびだすのは
やめようね

ハートフルメットTOKYO
～子どもにヘルメットをかぶせましょう～

子どもを自転車の補助
いすに乗せたまま転倒し
た経験はありませんか。
都が行ったアンケート

調査によると、転倒時に
けがをした子どものう
ち、約5 割が頭部にけが
をしています。子どもの
頭部へのけがを防ぐに
は、ヘルメットの着用がとても有効です。ヘ
ルメットの着用により、幼児の頭部に加わる
衝撃が5～6割程度も緩和されるという実験
結果も出ています。子どもを守るため、自転
車に乗せるときは、ヘルメットをかぶせまし
ょう。また、購入の際は、安全基準に適合し
たSG マーク付きで、子どもに合ったサイズ
のものを選びましょう。子どもを補助いすに
乗せるときは最後に乗せ、降ろすときは最初
に降ろしましょう。

▲ 子どもを補助いすに乗
せたら、ハンドルから
絶対に手を離さない

安
全
・
安
心
情
報
を

携
帯
電
話
な
ど
で
受
け
取
れ
ま
す

4
月
3
日
、
A
-
メ
ー
ル
が
ス
タ
ー
ト

□
A
-

メ
ー
ル
つ
て
何
?

A
-
メ
ー
ル
(
エ
ー
メ
ー
ル
・
足

立
区
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
)
は
、

区
が
配
信
す
る
様
々
な
情
報
(
E

メ

ー
ル
)
を
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

で
、
受
信
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

情
報
提
供
は
、
4
月
に
開
始
す
る

予
定
で
す
。
利
用
を
希
望
す
る
方

は
、
事
前
に
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
無
料
で
す

が
、
登
録
や
メ
ー
ル
の
受
信
な
ど
に

掛
か
る
通
信
料
は
、
受
信
者
側
の
負

担
で
す
。
ま
た
、
サ
ー
バ
ー
や
携
帯

電
話
の
電
波
状
態
な
ど
に
よ
り
、
メ

ー
ル
の
着
信
が
遅
れ
た
り
、
届
か
な

か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
配
信
す
る
メ
ー
ル
は
4
種
類

当
初
に
配
信
す
る
メ
ー
ル
の
ジ
ャ

ン
ル
と
担
当
課
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
ま
た
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
て

ジ
ャ
ン
ル
を
追
加
し
て
い
く
予
定
で

す
。
内
容
n
防
災
情
報
(
災
害
対

策
課
)
/

防
犯
・
防
火
情
報
(
危
機

管
理
課
・
消
費
者
セ
ン
タ
古
/

子

ど
も
の
安
心
情
報
(
教
育
政
策
課
)
/

風
の
子
メ
ー
ル
(
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
古

□

登

録

は

区

の

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ

か

ら

区

の

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

か

ら

、

次

の

よ

う

に

登

録

し

て

く

だ

さ

い

。

①
A
-

メ

ー

ル

の

ペ

ー

ジ
(

区

の

ホ

ー

ム

ペ

上

ン
内
)

に

ア

ク

セ

ス

マ
パ

ソ

コ

ン

版

印
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o

k
y
o
.
j
p
/

マ
携

帯

電

話

用

サ

イ

ト

版

覲
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w

金
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
金
t
o
k
y
o
.
j
p
/

ヨ
o
b
i
l
e
/

②

利

用

規

約

を

読

む

③

利

用

規

約

に

同

意

で

き

る
方

は

、

受

け

取

り

た

い

メ

ー

ル

の
シ

ャ

ン

ル

と

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

を

登

録

①

登

録

し

た

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

に

、

登

録

内

容

を

お

知

ら

せ

す

る

メ

ー

ル

が
届

く

⑤

区

が
発

信

し

た

お

知

ら

せ

を

、

③

で

登

録

し

た

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

で

受

信
(

携

帯

電

話

、

パ

ソ

コ

ン

を

問

わ
ず
)

※

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

や

ジ

ャ

ン

ル

の

変

更

、
利

用

中

止

も

、
区

の

ホ

ー

ム

ベ

ー

ジ

か

ら

行

え

ま

す

。

問

先
=

広

報

係
(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

(
メ
ー
ル
送
信
例
)

〈件名〉子どもの安心情報

〈本文〉
○ 月〇日、〇時〇分頃、〇〇地
区において、児童が後方から来
た男に、突然カッターのような
もので腕を切られる被害にあい
ました。男の特徴は、身長○ 〇
〇センチ位、体型やせ型、年齢
は○ ○ 歳位、黒色のトレーナー
を着ています。区では、近隣の
関係機関に周知し対策を講じて
いますが、保護者の方も不審者
を見かけたら、110番通報をお願
いします。

東
京
2
3区
職
員
(
I
類
)

採
用
試
験

試
験
日
=
5
月
7
日
脚

採
用
予
定

日
=
1
9年
4
月
1
日
以
降

職
種
・

受
験
資
格
等
=
表
『
-

試
験
案
内
配

付
場
所
=
区
役
所
I
階
案
内
/
人
事

係
/
区
民
事
務
所
/
中
央
図
書
館
/

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

期
限
=

▽
郵
送
…
4
月
1
日
～
H
日
消
印
有

効

▽
各
区
役
所
お
よ
び
特
別
区
人

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
へ
持
参
…

4

月
H

日

・
1
2
日

申

・
問

先

―
特

別

区

人

事

委

員

会

事

務

局

任

用

課

〒

1
0
2・
0
0
7
2

千

代

田

区

飯

田

橋
3
-
5
-
1
(

東

京

区

政

会

館

内
)
　
　
　

　
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

圧
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
.
t
o
k
y
o
2
3
c
i
t
y
.
o
r
.
j
p
y
s
a
i
y
o
u
-
s
i
k
e
n
.
h
t

ヨ

特

別

区

採

用

試

験

テ

レ

ホ

ン

サ

ー

ビ

ス
(
2
4

時

間
)(

3
2
6
1
)
2
2
2
1

区

・
人

事

係
(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

表1 職種、採用予定数および受験資格の概要

※ 1 昭和60年4 月2 日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学( 短期大学
を除く) を卒業した人( 19 年3 月までに卒業する人を含む) 、またはこれと同
等の資格があると特別区人事委員会が認める人も含 みます。

を2 受験資格などの詳細については、採用試験案内をご覧く ださい。

4 月、区の組織が
一部変わります

区は18年度、重点的に取り組むべき課題に対
応するため、新たな組織を設置します。 問先=
政策課 　3880―5811<

主な新設組織と内容>

□ コンプライアンス推進室( 総務部)
区政を推進する上での法令遵守体制の充実

を図ります。
□ 就労支援室( 産業経済部)
若年者を中心とした様々な世代への就労支援

体制の充実を図ります。
□ 市街地整備・立体化推進室( 都市整備部)
都市整備・都市開発部門を再編すると共に、

鉄道立体化事業の推進体制の充実を図ります。
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く
ら
し
の
情
報

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
3
月
2
8日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電 話 番 号 が な い 記 事 に つ い て は

区 役 所 代 表 へ 　3880 ―5111

区 ・ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は

ht t p: / / www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

t j 韲 ご: j 咄 灘 韲

争癰ジ・申」り問舞々( 鳬鑼辨・
ぷ 謚 畆 昌 酋 讖

皙 で: 冫
ご
忿 孀 ぷ‘ 4

公
益
通
報
者
保
護
法
が
施
行

4

月
1

日

か

ら

、
労

働

者

が

企

業

な

ど

の

法

令

違

反

行

為

を

通

報

し

た

場

合

に

、
解

雇

な

ど

の

不

利

益

か

ら

保

護

さ

れ

ま

す

。

通

報

の

対

象
=

区

が

処

分

ま

た

は

勧

告

な

ど

の

権

限

を

有

し

て

い

る

会

社

の

内

部

の

犯

罪

行

為

や

、
最

終

的

に

犯

罪

行

為

に

つ

な

が

る

法

令

違

反

の

事

実

保

護

の

対

象
H

通

報

内

容

の

会

社

に

勤

務

す

る
労

働

者

な

ど

通

報

の

手

段
=

実

名

記

載

に

よ

る

書

面
(

電

子

メ

ー

ル

を

含

む
)

通

報

先

―
是

正

措

置

を

所

管

す

る

課

、
ま

た

は

区

民

の

声

係
　

(
3
8
8
0
)
5
8
3
9

1
x
J
v
o
i
c
e
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.

」1で
制

度

の

問

先
=

▽
3

月
3
1

日

ま

で

…

総

務

係

(
3
8
8
0
)
5
8
2
1

▽
4

月
1

日

以

降
・
:
コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

推

進

室
(
3
8
8
0
)
5
7
2
8

国
保
(
学
)
・
(
遠
)
の
保
険
証

就
学
や
施
設
入
所
な
ど
で
転
出
す

る
場
合
、
足
立
区
国
民
健
康
保
険
の

資
格
が
な
く
な
り
、
保
険
証
が
使
え

な
く
な
り
ま
す
〇
引
き
続
き
使
用
す

る
場
合
は
、
電
話
な
ど
で
事
前
に
相

談
の
上
、
次
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
扶
養
す
る
子
ど
も
な
ど

が
、
区
外
に
居
住
し
て
就
学
す
る
場

合
…
季
(
学
生
用
)
保
険
証
の
交
付

申
請

▽
区
外
の
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
す
る
場
合
・
:⑧
(

遠
隔
地
用
)

保
険
証
の
交
付
申
請

問
先
=
こ
く

ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
期
間
が
終
了
し
ま
す

学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
、
現
在

承
認
を
受
け
て
い
る
方
の
納
付
特
例

期
間
は
、
3
月
3
1
日
で
終
了
し
ま

す
。
東
京
社
会
保
険
事
務
局
か
ら
、

継
続
の
申
請
書
が
4
月
上
旬
に
郵
送

さ
れ
る
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

(申
請
書
が
郵
送
さ
れ
な
い
方
、
新

規
申
請
の
方
は
窓
口
で
申
請
)
。

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期

間
は
、
申
請
時
期
に
関
わ
ら
ず
、
そ

の
年
度
内
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
4
月

分
か
ら
翌
年
3
月
分
ま
で
の
1
年
間

で
す
(
所
得
制
限
あ
り
)
。
※
手
続

き
が
遅
れ
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
の

受
給
該
当
に
な
ら
な
い
場
合
あ
り

申
込
=
▽
窓
口
・
:年
金
手
帳
な
ど
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
学
生
証

(写
し
可
)
を
持
参

▽
郵
送
…
申

請
書
に
記
入
の
上
、
学
生
証
の
写
し

を
同
封

申
先
H
年
金
適
用
係
ま
た

は
区
民
事
務
所

問
先
=
年
金
適
用

係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

子
ど
も
読
書
週
間

図
書
館
で
は
、
4
月
2
3日
か
ら
5

月
1
2日
ま
で
の
子
ど
も
読
書
週
間

(
春

の
読
書

週
間
)

に

、

い
つ
も

と

は
ち

ょ

っ
と

違
う

「
お
は

な
し

会
」

や
楽
し

い
工

作
な

ど
、

様

々
な
催

し

を

計

画

し

て

い

ま

す
〇
図

書

館

の

。
小

さ
な
本

の
大

き
な

世
界
"

を

、

友

達

や
家
族

み
ん

な

で
一
緒

に
楽

し

ん
で
く

だ

さ

い
。

ま
た

、
図

書
館

の

ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ
に

あ

る

「
こ

ど
も

ペ

ー
ジ

」
に
は

、
区

に
関

す

る
ク
イ

ズ

な
ど

も
あ
り

ま
す

。
チ

ャ
レ

ン

ジ
し

て

み

て

く

だ

さ

い
〇

問

先
=

読

書

支

援
係

　
(
5
8
1
3
)
3
7
4
5

刪
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
i
b
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

児
童
館
を
利
用
で
き
る

時
間
が
変
わ
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
9
月
3
0
日
ま
で
、

児
童
館
の
利
用
は
「
夏
時
間
」
と
な

り
ま
す
。
学
校
休
業
日
を
除
き
、
午

前
中
は
幼
児
が
ゆ
っ
た
り
と
遊
べ
る

の
で
、
保
護
者
と
一
緒
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
利
用
で
き
る
時
間
=
月
～

土
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時

問
先
=
指
導
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

住
宅
改
良
工
事
の
費
用
を

助
成
し
ま
す

4
月
か
ら
は
、
金
融
機
関
の
融
資

を
受
け
る
方
に
加
え
、
自
己
資
金
で

住
宅
を
改
良
す
る
方
も
、
助
成
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
対

象
=
自
己
所
有
住
宅
(
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
の
専
有
部
分
含
む
)
ま
た
は
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
で
、
段

差
解
消
を
中
心
と
し
た
改
良
な
ど
を

行
っ
た
方

助
成
額
U
対
象
工
事
金

額
の
1
0
%
(上
限
3
0万
円
)

※
住

宅
管
理
係
で
受
け
付
け
て
い
た
耐
震

診
断
費
用
助
成
に
つ
い
て
は
、
4
月

か
ら
は
、
耐
震
相
談
係
で
の
受
け
付

け
と
な
り
ま
す
〇
制
度
内
容
な
ど
く

わ
し
く
は
、
あ
だ
ち
広
報
4
月
1
0日

号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
申
・

問
先
H
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

適
正
管
理
化
学
物
質
の

使
用
量
な
ど
の
報
告

1
7
年
度
分
を
区
へ
報
告
し
て
く
だ

さ
い
。
対
象
=
工
場
ま
た
は
指
定

作
業
場
を
設
置
し
、
適
正
管
理
化
学

物
質
を
、
年
間

1
0
0
㎏
以
上
取
り
扱
っ

て
い
る
事
業
者
期
間
=
4
月
3
日
～

6
月
3
0
日

奈
対
象
化

学
物

質
名

や

提

出

す

る

用

紙

に

つ

い

て

は

、

都

・
環

境
局

の
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
(

踊
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
.
k
a
n
k
y
o
.
m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/
)

を
参

照

、
ま

た
は
区

・
環

境

保
全

課
に

問

い
合
わ

せ

問

先

―

環

境
保

全
課

指
導
第

一
係

(
3
8
8
0
)
5
3
0
4

指
導

第

二
係

(
3
8
8
0
)
5
3
4
7

1
8年
度
消
費
生
活
問
題
調

査
研
究
グ
ル
ー
プ
募
集

対
象
―
区
内
在
住
者
を
主
体
と
し
、

営
利
目
的
を
除
く
な
ど
の
条
件
に
沿

っ
て
い
る
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

内
容
=
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー
マ
を

決
め
て
活
動
し
、
そ
の
成
果
を
報

告
・
発
表

活
動
期
間
=
約
1
年
間

助
成
額
=
年
間
3
万
円
以
内

募
集

数
=
6
グ
ル
ー
プ
(
選
考
)

申
込
=

電
話
連
絡
後
、
所
定
の
申
請
用
紙

を
提
出

※
申
請
用
紙
は
消
費
者
セ

ン
タ
ー
で
配
付

募
集
期
間
=
4
月
3

日
～
1
2日

申
・
問
先
=
消
費
者

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

明
る
く
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の

「
実
践
地
区
」
募
集

対
象
=
町
会
・
自
治
会
な
ど
、
主
と

し
て
地
域
住
民
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

地
縁
団
体

内
容
―
明
る
く
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、「
き

ま
り
を
守
り
力
を
合
わ
せ
て
自
立
す

る
平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
1
年
間
活

動
す
る
団
体
を
「
実
践
地
区
」
と
し

て
指
定
し
、
助
成
金
の
交
付
や
各
種

事
業
に
よ
り
支
援

募
集
数
=
1
5団

体
(
選
考
)

申
込
―
電
話
連
絡
後
、

所
定
の
申
請
用
紙
な
ど
を
提
出

※

申
請
用
紙
は
区
民
課
で
配
付

期
限
=
4

月
2
1日

申
・
問
先
=
あ
し
た

の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協
議
会
事
務

局
(
区
民
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

4
月
1
日
か
ら
、住
民
基
本
台

帳
閲
覧
場
所
を
変
更
し
ま
す

区
で
は
、
公
用
・
公
益
目
的
以
外

の
大
量
閲
覧
は
制
限
し
て
い
ま
す
。

不
特
定
多
数
を
対
象
と
す
る
住
民
基

本
台
帳
の
閲
覧
場
所
は
、
4
月
1
日

か
ら
、
中
央
本
町
区
民
事
務
所
の
み

と
な
り
ま
す
〇
花
畑
区
民
事
務
所
で

の
閲
覧
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
問
先
=

住
民
記
録
係(

3
8
8
0
)
5
7
2
4

カ ラ ス の 被 害 に 遭 わ
な い た め に!
ガラスが巣作りを始めています。3
月から7 月初めまでは繁殖期間

で、ガラスが攻撃的になります。賢
い対策で被害を減らしましょう。
□ えさになる食べ物を断つ
えさとなる生ごみが、ガラスが増える一因になっ

ています。ごみはフタ付き容器で出すのが一番です
が、ごみ袋で出す場合には、防鳥ネットをしっかり
掛けましょう。防鳥ネットは清掃事務所 で貸し出し
ています( 無料) 。 申込= 電話 申先= 足立東清掃
事務所 　3889 ―0711
足立西清掃事務所 　3853- 2141
□ 巣の材料を与えない
レ都会のガラスの巣は、大部分が針金ハンガーで作ら
れています。洗濯物を千し終わったハンガーは屋内
に取り込み、ガラスに盗まれないようにしましょう。

レ古い巣は新しい巣の材料になります。古い巣を見
付けたら取り払いましょう。

レ巣を作りにくく、作られても落としやすくなるよ
う、枝分かれの部分をせん定し ましょう。

- いずれも 一
問先= 環境保全課調査係 　3880- 5367

臨
時
休
館

東
和
体
育
館

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
(
上
部
壁
囲
い

込
み
)
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期

間
中
は
体
育
館
の
利
用
が
で
き
ま
せ

ん
。
期
間
=
4
月
1
4日
～
1
7日

問
先
U
学
校
地
域
連
携
課
学
習
施
設

調
整

　
(
3
8
8
0
)
5
4
6
7

図
書
館

館
内
整
備
や
蔵
書
点
検
な
ど
の
た

め
、
図
書
館
が
臨
時
休
館
と
な
り
ま

す
(
表
『
・
-
』
。
問
先
H
中
央
図
書

館

　
(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

表14 月の図書館臨時休館日一覧

※ 28日金は、全館月末休館日となります。

4 月から、あだち広報が
読みやすくなります
あだち広報( タブロイド判、10

日・25日号) は、現在、特集記事
のほか、「保健福祉ガイド」「くら
しの情報」「催し物ガイド」に分
けて、記事を掲載しています。4
月10日号からは、新しい見出しと
なり( 「子育て・教育」など) 、知
りたい情報がさらに見付けやすく
なります。
あだち広報「ズームアップ」( A4

判、1 日号) は、現在の年5 回の
発行から、年6 回の発行( 奇数月)
になります。
また、紙面の有効活用として、

あだち広報( 10 日・25日号、ズー
ムアップ) に広告の掲載を始めま
す。 問先= 広報係

3880―5815

催
し
物
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
3
月
2
8日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

4
月
の
星
空
C
D
コ
ン
サ
ー
ト

日
程
=
▽
1
日
出
・
:森
山
良
子

▽
8

日
中
:
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
オ
ル
ゴ
ー

ル

。ス
イ
ー
ト
"

▽
1
5日
出
…
セ

リ
ー
ヌ
ー
デ
ィ
オ
ン

▽
2
9日
㈱
・
:
E
X
I

」
E

時
間
=

午
後
6

時

開
演

※
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日
午
後
3

時
か
ら
販
売

費
用
=
▽
大
人
・
:
2
0
0

円

▽
小
・
中
学
生
:
1
0
0円(
未
就

学
児
の
座
席
使
用
も
1
0
0円)

※
4

月
か
ら
「
星
と
音
楽
の
夕
べ
」
は
。

「
星
空
C
D

コ
ン
サ
ー
ト
」
に
名
称

が
変
わ
り
ま
す
。
場
・
申
・
問
先

I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学

館

　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

「
春
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
n
4

月
9
日
㈲
、
午
後
1
時

(
開
場
は
3
0分
前
)

場
所
=

ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
区
内
で
活
動
し
て
い
る
1
7団

体
の
合
唱
団
が
出
演
す
る
ス
テ
ー

ジ
。
区
民
か
ら
団
員
を
募
集
し
た

「
春
の
ふ
れ
あ
い
合
唱
団
」
も
出
演

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

文
化
支
援
係(

3
8
8
0
)
5
9
8
6

○ おわびと訂正 あだち広報18年3 月10日号8 面「旧区立足立第二中学校跡地は、( 仮称) 『東京未来大学』に」の記事に誤りがありました〇
おわびして訂正します。 【正】開学は19年4 月の予定 《財産活用課》
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春
の
郷
土
博
物
館

□
臨
時
開
館

葛
西
用
水
親
水
水
路
の
サ
ク
ラ
の

開
花
に
合
わ
せ
て
、
月
曜
日
に
臨
時

無
料
開
館
し
ま
す
。
日
時
=
4
月

3
日
側
・
1
0
日
㈲
、
午
前
9
時
～
午

後
5
時
(
入
館
は
4
時
3
0
分
ま
で
)

※
郷
土
博
物
館
で
は
、
「
永
沢
ま
こ

と
足
立
6
0
景
～
つ
ど
い
・
に
ぎ
わ

い
～
」
を
開
催
中
(
4
月
9
日
ま
で
)

□
初
級
・
古
文
書
講
座

日
時
=
5
月
～
1
9
年
3
月
ま
で
の
毎

月
第
1
土
曜
日
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～

正
午

※
全
1
0回
、
1
月
は
休
講

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
内
容
=
近
世
(
江
戸
時
代
)
の

古
文
書
の
読
み
方
と
そ
の
解
釈
を
学

習
し
、
今
ま
で
古
文
書
を
読
ん
だ
こ

と
が
な
い
方
で
も
、
読
め
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
(
初
心
者

向
け
)
※
講
座
内
容
は
、
昨
年
度

と
同
じ
講
師
―
森
朋
久
氏
(
明
治

大
学
非
常
勤
講
師
)
定
員
=
3
0
人
　
(

新
規
申
込
者
を
優
先
・
応
募
者
多

数
の
場
合
抽
選
)
費
用
=
古
文
書

資
料
代
実
費

※
別
途
「
古
文
書
解

読
事
典
」
な
ど
を
各
自
で
準
備

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
「
古
文
書
講
座
希
望
」

を
明
記
期
限
=
4
月
1
7
日
消
印
有

効
申
先
―
郷
土
博
物
館
〒
1
2
0
・

0
0
0
1
大
谷
田
5
-
2
0
-
I

□
第
2
土
曜
日
(
無
料
公
開
日
)
の

映
画
会

日
時
=
4
月
8
日
倒
、
午
前
H
時

内
容
=
▽
「
に
ん
ぎ
ょ
う
」
(
3
4
分
)

・
:人
間
国
宝
の
人
形
づ
く
り
に
み
る

日
本
の
精
神
文
化

▽
「
手
の
匠
」

(
3
0
分
)
・
:
人
形
浄
瑠
璃
、
陶
芸
、

茶
、
仏
像
な
ど
に
み
る
「
手
」
の
意

味
と
魅
力

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

I

い
ず
れ
も
I

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

1
郷
土
博
物
館
は
、区
内
屈
指
の
サ

ク
ラ
の
名
所
、葛
西
用
水
親
水
水

路
沿
い
に
あ
り
ま
す

都
民
ゴ
ル
フ
場
の
区
民

開
放
参
加
者
募
集

日
程
1
5
月
2
7
日
倒
対
象
=
区
内

在
住
・
在
勤
の
方
定
員
u
1
8
0
人

費
用
1
6
千
5
0
0
円
(
当
日
現
地
に
て

支
払
い
。
昼
食
代
、
ロ
ッ
カ
ー
費
は

別
途
必
要
)
申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
代
表
者
お
よ
び
参
加
者
全
員
(
1

枚
4
人
ま
で
)
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
※

往
復
(
ガ
キ
以
外
・
重
複
申
し
込
み

は
、
す
べ
て
無
効
期
限
1
4
月
3
0

日
必
着
※
決
定
通
知
は
、
5
月
上

旬
発
送
予
定
場
・
申
先
=
東
京
都

民
ゴ
ル
フ
場
〒
1
2
3
・
0
8
6
5
新

田
I
-
1
5
-
1

7
3
9
1
9
)
0
1
1
1

問
先
―
公
園
緑
地
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
8

こ
ど
も
・
ゆ
め
・
ク
ラ
ブ

□
メ
ン
バ
ー
募
集

4
月
か
ら
の
各
コ
ー
ス
参
加
者

と
、
運
営
や
指
導
を
担
当
す
る
サ
ポ

ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
〇
対

象
=
▽
各
コ
ー
ス
参
加
者
・
:
小
学
4

年
生
～
中
学
生
(
小
学
I
～
3
年
生

は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
)
▽
サ

ポ
ー
タ
ー
・
:
子
ど
も
の
夢
を
応
援
で

き
る
高
校
生
以
上
の
方
内
容
=
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
様
々
な
活
動
　
(

表
2
)
申
込
=
電
話
ま
た
は
所

定
の
申
込
用
紙
を
持
参
、
郵
送
、
フ

ァ
ク
ス

※
申
込
用
紙
は
、
こ
ど
も

科
学
館
、
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
で
配

付

期
限
=
4
月
4
日

申
先
=
青

少
年
事
業
係

□
ビ
デ
オ
上
映
会

「
科
学
っ
て
面

白
い
」

日
時
=
4
月
1
5
日
出
・
1
6
日
㈲
・
2
2

日
出
・
2
3
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後

4
時
(
上
映
時
間
中
は
随
時
入
退
場

可
)
内
容
―
各
3
0
分
程
度
の
科
学

ビ
デ
オ
の
連
続
上
映
定
員
=
2
0
人
　
(

当
日
先
着
順
)
申
込
=
当
日
直

接
会
場
ヘー

い
ず
れ
も
I

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
子
ど
も

科
学
館

問
先
=
青
少
年
事
業
係

〒
叩
0
8
4
2
栗
原
I
-
3
-
I

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
内

(
5
2
4
2
)
8
1
-
6
9
　
　
　

協
(
5
2
4
2
)
8
1
6
5

表24月からのこども・ゆめ・クラブ(吝コースごとに、全日程参加してください)

日
光
林
間
学
園
バ
ス

ツ
ア
ー
(
5
・
6
月
)

日
程
等
=
表
3

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
方
と
そ
の
同
伴
者

内

容
=

足

立

区

役

所

に

集

合

し

、

バ

ス

で

日

光

や

そ

の

周

辺

を

巡

り

、
日

光

林

間

学

園

に

宿

泊

す

る
I

泊
2

日

の

バ

ス

旅

行

※
く

わ

し

く

は

問

い
合

わ

せ

る

か

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

参

照

定
員
=
各
コ
ー
ス
4
5
人
(
先
着
順

★
)
※
参
加
者
3
0
人
以
上
に
て
催

行
申
込
=
電
話
申
・
問
先
=
東

急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
(
日
光
林
間
学

園
指
定
管
理
者
)
受
け
付
け
専
用
電

話
　
(
5
7
1
7
)
1
5
1
4

日

光

林

間

学

園

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

H
)
h
t
t
p
:
/
/
a
d
a
c
h
i
r
i
n
k
a
n
金
h
p
.
i

n
f
o
s
e
e
k
.
c
o
.
j
p
/

問

先

―

校

外

施

設

係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

表3日光林間学園バスツアー( 5・6月分)

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

妊
婦
と
子
ど
も
を
お
酒
の

害
か
ら
守
ろ
う

健
康
あ
だ
ち
2
1で
は
、
次
の
こ
と

を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

▽
未
成
年
は
お
酒
を
飲
ま
な
い
、
飲

ま
せ
な
い
。

▽
お
酒
に
つ
い
て
正
し
く
学
ぼ
う
。

▽
お
酒
を
飲
ま
な
い
日
を
つ
く
ろ
　

し
か
し
な
が
ら
、
1
5
年
と
1
7
年
に

行
っ
た
調
査
を
比
べ
る
と
、
高
校
生

の
飲
酒
率
は
2
3
・
6
%
か
ら
3
0
・
I
%

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

1
0代
か
ら
飲
酒
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
こ
と
な
ど
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
、
危
険
で
す
。

・
脳
の
萎
縮
に
よ
る
知
能
低
下

・
性
機
能
に
影
響
が
出
る

・
肝
臓
が
未
成
熟
な
の
で
急
性
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
を
起
こ
し
や
す
い

・
早
い
時
期
か
ら
の
飲
酒
に
よ
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
を
招
き
や
す
い

ま
た
、
若
い
女
性
の
飲
酒
も
急
増

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
妊
娠
中
の

飲
酒
の
害
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
胎
児
性
ア

ル
コ
ー
ル
症
候
群
に
つ
い
て
、
両
親

学
級
は
も
と
よ
り
、
小
・
中
学
校
か

ら
の
啓
発
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
未
成
年
や
妊
婦
に
飲
酒

を
止
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
や
各
家
庭
で
も
、
飲
酒
と

そ
の
弊
害
を
周
知
・
理
解
す
る
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

《
健
康
づ
く
り
係
》

審議会等の公開( 3月未掲載分・4月分)
会議は公開です。傍聴方法など、くわしくはお問い合わせください。

掲

示

板

□
短
期
講
習
会

対
象
=
働
い
て
い
る
都
内
在
住
、
在

勤
の
方
内
容
=
2
級
商
業
簿
記
　
(

受
験
対
策
)
/
c
A
D
製
図
(
建

築
)
中
級
/
第
三
種
電
気
主
任
技
術

者
(
電
力
・
受
験
対
策
)
ほ
か
期

間
u
4
月
1
日
～
1
0
日
必
着
※
日

時
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
く
わ
し
く

は
、
要
問
い
合
わ
せ
申
・
問
先
H

都
立
足
立
技
術
専
門
校
向
上
訓
練
担

当
〒
1
2
0
・
0
0
0
5
綾
瀬
5
-
6
-

I
　
(
3
6
0
5
)
6
1
-
4
8

□
1
8
年
度
固
定
資
産
税
に
か
か
る
土

地
・
家
屋
の
価
格
な
ど
が
ご
覧
に
な

れ
ま
す
(
東
京
2
3
区
内
)

期
間
=
4
月
3
日
～
6
月
3
0
日
　
(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)
時
間

=
午
前
9
時
～
午
後
5
時
場
所
=

所
有
す
る
土
地
・
家
屋
が
所
在
す
る

区
の
都
税
事
務
所
対
象
H
当
該
区

内
の
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
納
税

者
(
本
人
を
証
明
す
る
も
の
が
必

要
)
問
先
=
足
立
都
税
事
務
所

(
3
8
8
2
)
2
1
-
1
1

□
都
立
看
護
専
門
学
校
1
日
体
験
入

学日
程
等
=
▽
5
月
1
3日
田
・
:広
尾
、

荏
原
、北
多
摩
、青
梅
、板
橋
の
各
校

▽
5
月
2
0
日
倒
…
府
中
、
南
多
摩
の

各
校
対
象
u
都
内
在
住
・
在
勤
・

在

学

の

高

校

生

、

社

会

人

申

込
=

郵

送

※

く

わ

し

く

は

問

い

合

わ

せ

る

か

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

参

照

期

限
=
4

月
1
2

日

消

印

有

効

問

先
n

各

看

護

専

門

学

校

ま

た

は

、
都

・
福

祉

保

健

局

医

療

人

材

課

(
5
3
2
0
)
4
4
4
7

R
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
.
f
u
k
u
s
h
i
h
o
k
e
n
.
m
e

t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/
i
j
i
n
/

□

18

年

度

労

働

基

準

監

督

官

採

用

試

験対
象
=
昭
和
5
2
年
4
月
2
日
～
6
0
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
/
6
0
年
4
月

2
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学
を
卒
業
し

た
(
見
込
み
も
含
む
)
、ま
た
は
人

事
院
に
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
方
試
験
日
=
6
月
一

1
1
一
日
㈲
　
(

合
格
者
は
後
日
2
次
試
験
あ
り
)

受
付
期
間
=
4
月
3
日
～
1
4
日
※

申
し
込
み
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
、

要
問
い
合
わ
せ
問
先
n
東
京
労
働

局
　
(
3
8
1
4
)
5
3
1
2

足

立

労

働

基

準

監

督

署

(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

□
東
京
大
学
公
開
講
座
「人
口
」

日
時
=
4
月
1
日
・
8
日
・
2
2
日
・

5
月
1
3
日
・
2
0
日
、い
ず
れ
も
土
曜

日
、午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分
　
(

初
日
は
午
後
4
時
4
0
分
ま
で
)

場

所
=

東

京

大

学

本

郷

キ

ャ

ン

パ

ス

安
田
講
堂
対
象
悲
咼
校
生
以
上

講
師
=
東
京
大
学
教
員
定
員
=
各

日
8
0
0
人
(
先
着
順
★
)
費
用
=
1

日
千
円
、5
日
分
一
括
申
し
込
み

は
、4
千
円
(
高
校
生
は
半
額
)
申

込
=

電

話

※
く

ゎ

し

く

は

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
参

照

申

・
問

先
=

東

京

大

学

広

報

課

(
3
8
1
5
)
8
3
4
5

m
曄
〃
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
.
u
-
t
o
k
y
o
.
a
c
金
j
p

□

不

動

産

鑑

定

士

に

よ

る

「
不

動

産

に

関

す

る

無

料

相

談

会

」

日

程

な

ど

、
く

ゎ

し

く

は

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

申

込
=

当

日

直

接

会

場

へ

問

先
=

社

東

京

都

不

動

産

鑑

定

士

協

会

事

務

局

(
3
4
3
4
)
2
3
0
6

□
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
(
全

10
回
)

日
程
等
=
▽
昼
の
部
(
午
後
1
時
～

3
時
)
・
:
4
月
H
日
か
ら
毎
週
火
曜

日
、竹
の
塚
フ
ジ
ボ
ー
ル
/
4
月
1
2

日
か
ら
毎
週
水
曜
日
、北
千
住
マ
ル

ア
イ
ボ
ウ
リ
ン
グ
▽
夜
の
部
(
午

後
8
時
～
1
0
時
)
・
:
4
月
1
2
日
か
ら

毎
週
水
曜
日
、北
千
住
マ
ル
ア
イ
ボ

ウ
リ
ン
グ
費
用
I
I
回
千
2
0
0
円
　
(

貸
靴
代
別
、初
回
の
み
教
本
代
な

ど
千
円
必
要
)
申
・
問
先
=
足
立

区
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
・
浪
岡
(
北
千

住
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ
リ
ン
グ
内
)

(
3
8
8
8
)
0
7
0
7

□ ファクス・音声サービスは3月31日で終了します今後、区政に関する情報検索は「私の便利帳(リブイン)」や、区のホームページをご利用く
ださい。 問先= 広報係　3880 ―5815
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あだち産業センター

( 地上5 階建て)

住所= 千住一丁目5 番7 号
問先= 創業支援係 　3880- 5184　
※ 4月3日以降、　3870- 8400　

足 立区の新たな産業拠
点です。区内の中小企業
経営者や、これから創業
を志す方を支援します。
融資のあっせん、創業・

経 営 相談、特許 相 談、産
業情報の収集、販路拡大
まで、ワン ストップ での
サービスを実現します。

▲ 区の新しい産業の拠点と
なるあだち産業センター

1階 産業情報室・
産業展示室

4 月12日(水)開設

利用時間=[ >月～金曜日…午前9時～午後7時
[ >土・日・祝日…午前9時～午後5時

産業に関する情報をここで入手できます
産業情報室では、経営に役立つ図書やデータペー

スを活用した産業情報が得られます。また、産業展
示室では、区の地場産業製品
や伝統工芸品、友好都市物産
などを展示します。

●・ここに様々な図書や製
品などが並び ます

2 階 各種相談窓口・
中小企業支援課

4 月3 日(月)開設

利用時間=月～金曜日、午前9時～午後5時
経営や創業の相談ならお任せ
経営、融資に関する相談のほか、創業・開業、知

的財産に関することなど、専門員が無料で相談に応
じます。
【注意】
あだち産業センターの開設

に伴い、3 月31日をもって区
役所での各種相談窓口は終了
します。ご注意ください。 ▲ 経営、融資、創 業な

どの相談に応じます

3階 産業交流室 4 月17 日(月)開 設

利用時間=年中無休、午前9時～午後10時

交流を通じて、企業の発展を
地域の経済関係団体や商店

街などの会合の場として、ま
た、異業種や起業家の出会い
や交流の場 とし ても利用でき
ます。 ・・会議などにも

活用できます

4 階 東京商工会議所
足立支部

4 月10日(月)開設

利用時間=月～金曜日、午前9時～午後5時
東京商工会議所と区との連携が強化
東京商工会議所足立支部が千住仲町から移転しま

す。区との連携がさらに強化されます。

5 階 I T 支援室 4 月12日(水)開設
利用時間=年中無休、午前9時～午後9時

経営のI T 化の手助けに
地域企業、事業者向けのパソコン教室です。在庫管

理、会計管理など、経営のI T( 情報技術) イヒに向けた
実践的なプログラムが用意されています。区との協働
事業として「松下電器産業株式会社インターメディアカ
レッジ」が運営します。

東京芸術センター
(地上22階・地下1 階建て)

住所= 千住一丁目4 番1 号
問先= 有東京芸術センター 5354 ―4388

20階 レストラン

民間事業者が運営するフランス料理レストラ
ンです〇千住のまちを一望できます。

11階 創業支援施設

創業して間もない事業者の方に、事務室( 約20
㎡) を貸し出します。家賃が低廉な上、入居
した方は、専門相談員のアドバイスが受けられ
るので、経営基盤の安定化に最適です。

8 階 足立区就労相談室・あだち若者サポ
ートステーション

ハローワークと連携して、若年層の就職に向
けた活動などの就労活動を幅広く支援します。
※くわしくは、あだち広報3 月10日号8 面をご
覧ください。

6～8階 ハローワーク足立

3 月27 日(月)営業開始

ハローワーク足立が千住河原町から移転しま
す。
※くわしくは、あだち広報3 月10日号8 面をご
覧ください。

5階、地下1 階
フィットネスクラブ、スイミングクラブ

民間事業者が運営する施設です。

2～4階 黒澤明シネマシティ

映画の創作活動や、映像文化を発信します。
オープン後にはシネマカレッジも開校し、映画
に携わる人を育成する場所となります。

東京芸術センター ・・千住地域に新しい
風を呼び込むこと
が期待される東京
芸術センター

あだち産業センター

●・経営や創業の支援
をするあだち産業
センター

東京芸術センターのホールと
会議室などが、区民料金で利用
できます
「あだち産業芸術プラザ」のホールと会議
室・和室は、公民のパートナーシップ「PPP(

パブリック・プライベート・パートナー
シップ) 」による事業( 行政と民間との協力
関係による事業) によって、利用権の一部を
足立区が有しています。そのため、区内在住・
在勤・在学の方や区内に事業所を有する経営
者の皆さんは、「区民利用料金」での利用が
可能です。
ホール「天空劇場」
東京芸術センターの最上階に位置するホー

ルです。地上90mの眺望を生かした演出に加
え、講演会や発表会などに利用できる劇場形
式にすると、400人が収容可能です。座席を収
納すれば、260㎡ の平床として、展示会やパ
ーティーなどにも利用できます。 利用時間
等= 表2

会議室・和室
1 時間単位での利用が可能です。9 階には3
つのタイプの会議室が5 室、20階には18畳

の和室が1 室あります。 利用料金等= 表3

　利用の申し込みは
受け付け開始日= レホール… 利用日の6 ヵ月
前の月の初日 レ 会議室・和室… 3 ヵ月前の
月の初日 申込= 電話 申・問先= ㈲東京芸
術 センター 　5354- 4388

表2 東京芸術センターホール利用時間等

※ 営利活動を行う場合は、上記の金額の2 倍となります。
表3 東京芸術センター会議室・和室利用料金等

※ 営利活動を行う場合は、上記の金額の2 倍となります。

世帯と人口 ( 18 年3 月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 296, 834 人口: 645, 245 人( 男: 325, 235 人, 女320, 010 人) 凪言( ) 古紙配合率100% 再生紙を使用しています
H. B294, 320


